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第73回
中小企業団体全国大会開催

札整振自動車事業協同組合青年経営研究会
「出前授業で自動車整備業界の未来を伝える！」

「中小企業 新ものづくり・
新サービス展」開催！
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
4848

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。
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年頭あいさつ

01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁

02	 経済産業省北海道経済産業局長　池山　成俊

03	 北海道知事　鈴木　直道

04	 北海道産業貢献賞

05	 ものづくり補助金 9次公募のお知らせ

06	 第 73回　中小企業団体全国大会開催

08	 札整振自動車事業協同組合青年経営研究会	
	 「出前授業で自動車整備業界の未来を伝える！」

09	 北海道経済産業局からのお知らせ

10	 女性研修会開催／	
	 「中小企業　新ものづくり・新サービス展」

11	「くるみん認定」企業を目指しませんか！？

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

　11月29日ホテル札幌ガーデンパレスにおいて北海道議会自民党・
道民会議商工業振興議員連盟（議連）との共催で中小企業問題懇談会
を開催しました。
　当日は、議連所属の議員、北海道経済部幹部職員、本会正副会長・常
任理事など合わせて83名が出席し、午後6時、渡邊道議の司会で開会
しました。議連の千葉英守会長、北海道土屋俊亮副知事、本会尾池会長からそれぞれ挨拶の後、松浦専務理事
より北海道・道議会などに対して行った要望について説明があり、実現に向けた働きかけをお願いしました。
　続いて、議連の和田敬友顧問の乾杯の発声で懇談に移り、活発な意見交換が行われた後、本会髙橋副会長
の挨拶で閉会しました。

中小企業問題懇談会開催！

千葉会長 尾池会長 土屋副知事

司会　渡邊道議 乾杯　和田道議松浦専務理事 髙橋副会長



北海道中小企業団体中央会

会 長　尾池　一仁

年頭にあたって

　新年明けましておめでとうございます。

　会員並びに関係機関の皆様には、健やかに新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。

　平素は当中央会の事業推進にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　昨年を振り返りますと、東京オリンピックのマラソン、競歩など陸上競技の札幌開催をはじめ、10月に

は34年ぶりに全国育樹祭が道内で開催されるなど明るい話題もありましたが、新型コロナウイルス感染症

拡大の長期化により、中小企業・小規模事業者を取り巻く経営環境は厳しい状況が続いています。

　加えて、加速化する人口減少や少子高齢化に伴う後継者不足などの課題はもとより、働き方改革やデジタ

ル化、グリーン改革への対応のほか、令和5年に実施が予定されているインボイス制度への対応といった新

たな課題にも直面しています。

　一方、本年は札幌オリンピックから50年の節目を迎えるほか、北海道新幹線札幌延伸に伴う新幹線駅舎

と高架橋工事の着手や、花と緑に関する国内最大級のイベント「ガーデンフェスタ北海道2022」が開催され

るなど、道内経済の活性化が期待されるところです。

　また、国では現下の厳しい状況に直面する事業者に対し、資金繰り支援や月次支援金等の給付、イベント

の再開支援など足下での必要な事業継続のための支援を実施するほか、事業再構築補助金により新分野展開

や業態転換等の取組にも支援しているところであり、新型コロナウイルス感染症の長期化で苦しむ中小企

業・小規模企業者への効果が期待されています。

　未だに楽観を許さない状況ではありますが、地域に根ざした事業活動を行う中小企業・小規模事業者が持

続的に発展していくために、相互扶助の精神を基本とする私たち中小企業組合組織が今こそ力を発揮できる

と考えております。

　本会といたしましても、「連携の絆を深め、輝く明日へ」のスローガンの下、会員事業者がこの危機を乗

り切るための事業に積極的に取り組み、会員の皆様の事業活動の支援に努めてまいりますので、今後ともご

支援、ご協力をお願いいたします。

　皆様におかれましては、新しい年が希望に満ちた年となるよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とい

たします。
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経済産業省北海道経済産業局長

池山　成俊

年頭所感
　令和4年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　昨年を振り返りますと、一昨年から猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、様々な社
会経済活動が制限されたことに伴い、我が国経済は大変厳しい状況が続きました。
　その後、ワクチン接種が進み、国内の新規感染者数や病床使用率の落ち着きなどを受け、全国的に発令さ
れていた緊急事態宣言が解除され、経済社会活動が正常化に向かう中で、景気が持ち直していくことが期待
されますが、供給面での制約や原材料価格の高騰による景気下振れリスクなど、いまだ経済動向には注視が
必要な状況です。
　北海道経済に目を向けますと、足下では個人消費に持ち直しの動きが見られるなど、一部に明るい兆しも
見えておりますが、北海道の基幹産業である食・観光関連産業を中心として、依然として、厳しい状況が続
いております。
　一方で、2023年開業に向け計画が順調に進んでいる「北海道ボールパーク構想」、2030年度末開業予定
の「北海道新幹線札幌延伸」やそれに伴う札幌駅周辺の再開発、テレワークやオンラインサービスの普及を
追い風とする「道外企業の本社移転や拠点開設」など、北海道経済活性化の起爆剤となりえる話題も出てき
ています。
　私ども北海道経済産業局では、こうした成長に向けた機運をとらえ、北海道経済の未来を切り拓くため、
次の3つの政策に経済産業施策を総動員して取り組んでまいります。
　第一に、コロナ禍からの脱却・成長に向けた中小企業等の事業環境整備です。まずは、事業復活支援金や
資金繰り支援を通じて事業継続を下支えするとともに、コロナ後を見据えた事業再構築に取り組む中小事業
者等の果敢な取組を支援してまいります。併せて、事業承継・再生、BCP策定、人材の確保を支援するほか、
企業に寄り添って経営課題を解決する伴走型支援に取り組みます。さらに、加速的に広がりつつあるデジタ
ルトランスフォーメーション（DX）を大胆に推進し、コロナ禍で甚大な影響を受けた地域企業の生産性向上
と競争力強化を目指してまいります。
　第二に、スマートかつ強靭な地域経済社会の実現に向けた取組です。地域の課題や新しい兆候などを踏ま
え持続可能な成長を目指し、農林水産物・食品の輸出やアドベンチャーツーリズムの推進など北海道経済を支
える食・観光関連産業の取組を支援していきます。また、スタートアップの発掘・成長支援やオープンイノベー
ションの推進、中長期的な成長が期待できる宇宙関連産業、バイオ産業、スポーツ関連産業等を支援してま
いります。さらに、新たなモビリティーサービス（MaaS）、ドローンなどによる地方からのデジタル実装を推
進するとともに、基礎自治体との連携を深化させ、地域の特色を生かした地域経済活性化に努めてまいります。
　第三に、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた取組です。全国でもトップクラスのポテンシャル
を有する北海道の再生可能エネルギー最大限導入を目指し、昨年10月に設置した「北海道再エネ研究会」で
の検討を通じて、政府の「ゼロカーボン北海道タスクフォース」と連携した取組を進めるとともに、建築物の
ZEB導入拡大を始めとする徹底した省エネルギーの更なる追求、CCUS／カーボンリサイクルを促進してま
いります。また、安全性の確保を大前提とした泊発電所の再稼働、寿都町と神恵内村における高レベル放射
性廃棄物の最終処分に関する文献調査等について、地域のご理解とご協力を得ながら取り組んでまいります。
　加えて、将来にわたるエネルギー・燃料の安定的な供給を確保し、レジリエンス強化や更なる北海道経済
の成長に繋げてまいります。
　本年は新型コロナウイルス感染拡大による影響からの早期回復に向け、北海道経済産業局の真価が問われ
る重要な一年となります。地域の声を傾聴し、フットワーク軽く、関係機関の皆様とともに「北海道経済の
自立的かつ持続的な成長」の実現に向けて職務に邁進いたしますので、より一層のご理解とご協力を賜りま
すよう、よろしくお願いいたします。
　結びに、本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう、心から祈念いたしまして新年のご挨拶
とさせていただきます。

2 ニュースレポート中央会2022.1



北海道知事

鈴木　直道

令和4年　知事年頭所感
　新年明けましておめでとうございます。皆様とともに新しい年を迎えられたことを大変うれしく思います。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルスの感染者数が増減を繰り返す予断を許さない状況が続く中、
感染拡大地域における外出自粛や飲食店等の営業時間短縮など様々な制限を余儀なくされ、社会経済活動に
大きな影響が及びました。
　この間、私としては、何よりも道民の皆様の命と暮らしを守ることを最優先に、国や市町村などと連携し、
感染症への対応に最善を尽くしてまいりました。道民の皆様、事業者の方々には、長期にわたり多大なるご
理解とご協力をいただいたことに、改めて感謝申し上げます。
　感染症との闘いが続く中にあっても、昨年は本道が有する価値が国内外で大きな注目を集めた年となりま
した。7月には、「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界文化遺産に登録されたほか、8月には、札幌で開催
された東京オリンピックのマラソン・競歩競技に先立ってアイヌ舞踊が披露され、世界に発信されるなど、
本道固有の歴史や文化への関心が高まりました。また9月には、バーチャルでの開催ながらアジア初となっ
たアドベンチャートラベル・ワールドサミット2021を通じて、北海道の自然・異文化体験・アクティビティ
の魅力が世界に紹介され、2023年のリアル開催内定にもつながりました。そして10月には、苫小牧市な
どにおいて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下のオンラインによる御臨席を賜り全国育樹祭が開催され、本道発祥の「木
育」の輪を全国に広げる好機となったところです。
　また、大規模な物産展の開催が難しい中での首都圏スーパーにおける北海道フェアの成功や、「どさんこ
プラザ」の羽田空港と大阪あべのハルカスへの新規出店は、発想の転換によりピンチをチャンスに変え、本
道の食の魅力を最大限活かし、新たな需要獲得につながる取組となりました。
　本年においても、新たな変異株への警戒を最大限に高めながら、感染拡大を抑え、再拡大への備えに万全
を期すとともに、社会経済活動との両立に取り組んでまいります。医療・療養体制については、全道で2,028
床の最大確保病床数を確保しているほか、それを超える事態も想定し、新たに2,214床の緊急フェーズを設
けるとともに、三次医療圏すべてで宿泊療養施設を運用してまいります。また、社会経済活動の回復に向け
て、ワクチン接種を円滑に進めるとともに、どうみん割をはじめとする各種需要喚起策を通じて、感染防止
行動を実践しながら日常生活を取り戻していく取組を進めてまいりますので、引き続きのご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。
　さらに、本道の揺るぎない価値を一層磨き上げながら、コロナ禍に伴う人々の考え方や行動の変化を背景
に、積雪寒冷の気候や広域分散型の地域構造など、これまで本道にとってハンディとされてきた特性を新た
な強みとして確立するとともに、脱炭素化やデジタル化といった社会変革の動きを的確に捉え、ポストコロ
ナを見据えた「攻め」の視点を持って果敢に挑戦してまいります。
　特に、2050年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボン北海道」の実現に向けては、
国内随一の再生可能エネルギーのポテンシャルを活かした道内各地域の脱炭素化の取組を支援するととも
に、道自身も公用車の次世代自動車化等により2030年までの50％削減に取り組むなど、オール北海道で
目指す姿を共有します。
　また、ICTやAIなどの技術を活用した未来社会「北海道Society5.0」の実現に向けては、道民の皆様の視
点に立った行政サービスのデジタル化や遠隔医療・遠隔教育、スマート農林水産業など地域の実情を踏まえ
たデジタル化の取組を加速します。
　こうした将来の成長につながる政策の種をまき、道民の皆様とともに育て、これからも本道が持続的に発
展していけるよう全力で取り組んでまいります。
　新しい年が、皆様にとりまして、新たな希望と飛躍に向けたスタートラインとなりますよう、心からお祈
り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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　令和3年度北海道産業貢献賞の贈呈式が11月17日に京王プラザホテル札幌において行われ、受賞者や関係者約50
名が出席するなか、北海道土屋俊亮副知事から受賞者一人ひとりに賞状が手渡されました。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

小野寺　涼一　氏
札幌電気工事業協同組合　

理事長

藏重　満　氏
札幌青果卸売協同組合　

理事長

石原　英樹　氏
帯広地方自動車事業協同組合　

代表理事

川南　龍彦　氏
胆振西部トラック事業協同組合　

理事長

水嶋　清孝　氏
苫小牧管工事業協同組合　

理事・相談役

小林　一清　氏
北海道火災共済協同組合　

理事長

西本　伸顕　氏
北海道青果商業協同組合　

理事

西山　隆司　氏
北海道製麺協同組合

常務理事

岸本　教範　氏
北海道中央緑化事業協同組合　

理事

平田　昭市　氏
函館建築板金事業協同組合　

理事長

田野　貢　氏
釧路塗装工業協同組合　

理事長

山本　義明　氏
北見地区電気工事業協同組合　

理事長

福島　浩二　氏
企業組合あぷた

理事長

清水　荘一　氏
北海道型枠工事業協同組合　

理事

柴野　美智子　氏
岩見沢管工事業協同組合　

副理事長

坂　勝　氏
有限会社久楽園

函館造園建設業協同組合　理事

會田　豊　氏
株式会社会田塗装工業
旭川塗装工業協同組合　副理事長

能登　サカエ　氏
サカエ美容室

函館美容業協同組合　理事

卓越した
技能者

認定
職業訓練
功労者佐々木　政義　氏

協同組合サロベツドリームスタンプ会　
理事長

北海道産業貢献賞　受賞おめでとうございます！

【商工鉱業関係功労者】
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　「ものづくり補助金」は、中小企業・小規模事業者等が、働き方改革や被用者保険の適用拡大、賃上げ、イ
ンボイス導入等の制度変更に対応するために取り組む革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改
善を行う際の設備投資等を支援する補助金制度です。
　また、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、社会経済の変化に対応したビジネスモデルへの転換
に向けた新型コロナウイルスの影響を乗り越えるために前向きな投資を行う事業者に対して、通常枠とは別
に、補助率を引き上げ、広告宣伝や販売促進費などを補助対象とした「低感染リスク型ビジネス枠」を設け、
優先的に支援します。

補助上限	［一般型］　　　　　　1,000万円
	 ［グローバル展開型］　3,000万円

補 助 率	［通常枠］中小企業　1/2、小規模企業者・小規模事業者　2/3
	 ［低感染リスク型ビジネス枠］　2/3

補助要件	 以下を満たす3〜5年の事業計画の策定及び実行
	 ・付加価値額　　＋3％以上/年
	 ・給与支給総額　＋1.5％以上/年
	 ・事業場内最低賃金≧地域別最低賃金＋30円

	 ※�新型コロナウイルスの感染拡大が継続している状況に鑑み、補助事業実施年度の付加価値額及
び賃金の引上げを求めず、目標値の達成年限の1年猶予を可能とします。

公募期間�

○	本事業の各締切において不採択だった方は、9次締切に再度ご応募いただくことが可能です。9次締切分の採択発表は、令
和4年3月下旬を予定しています。新特別枠につきましては、今回の公募が最終となりますのでご注意ください。
　	　一般型とグローバル展開型は同じスケジュールで、9次締切後も申請受付を継続し令和4年度内に複数回の締切を設け、
それまでに申請のあった分を審査し、随時採択発表を行います。なお、予定は変更する場合があります。

申請方法
・申請は、電子申請システムでのみ受け付けます。
・	申請にはGビズIDプライムアカウントの取得が必要です。未取得の方は、お早めに利用登録を行ってく
ださい。

公募開始日 令和3年11月11日（木）17時

申請開始日 令和3年12月  1日（水）17時

応募締切日 令和4年  2月  8日（火）17時

※�「ものづくり補助金総合サイト（http://portal.monodukuri-hojo.jp/index.html）」内の「よくあるご質問」をご確認の上、
お問合せください。

令和元年度補正・令和2年度補正
ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
〔一般型・グローバル展開型〕（9次締切分）の公募について

ものづくり補助金事務局サポートセンター
受付時間：午前10時〜午後5時（土日祝日を除く）
TEL：050-8880-4053　MAIL：monohojo@pasona.co.jp

お問合せ先
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　全国中小企業団体中央会・神奈川県中小企業団体中央会は、11月25日、「パシフィコ横浜国立大ホール」（横
浜市）において、「第73回中小企業団体全国大会」を開催、萩生田光一・経済産業大臣、武部新・農林水産副
大臣、黒岩祐治・神奈川県知事、山中竹春・横浜市長、関根正裕・株式会社商工組合中央金庫代表取締役社
長等のご臨席の下、全国から中小企業団体の代表者約1,700名が参集しました。
　本大会では、萩生田光一・経済産業大臣、武部新・農林水産副大臣、黒岩祐治・神奈川県知事、山中竹春・
横浜市長、関根正裕・株式会社商工組合中央金庫代表取締役社長よりご祝辞を頂戴し、後藤茂之・厚生労働
大臣よりビデオメッセージを頂戴しました。
　坂倉徹・神奈川県中小企業団体中央会副会長が議長に、平栄三・千葉県中小企業団体中央会会長、石丸忠重・
長崎県中小企業団体中央会会長がそれぞれ副議長に選任されて議事が進行し、中小企業・小規模事業者等の経
営強靱化・成長促進支援等の拡充、中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の

推進、中小企業・小規模事業者の積極的な事業活
動を支える環境整備など21項目を決議しました。
　併せて、本大会では、優良組合（35組合）、組
合功労者（76名）、中央会優秀専従者（20名）の
表彰が執り行われ、本会からは、優良組合として
北見地区電気工事業協同組合が、組合功労者とし
て協同組合旭川流通センター 浅田寛理事長、札
幌中央信用組合 浅山廣司理事長、帯広市商店街
振興組合連合会 杉山輝子理事長、札幌地方自動
車車体整備協同組合 平塚睦子理事長が受賞され
ました。

人を「絆
つな

ぐ」・組織を「結
むす

ぶ」・地域を「紡
つむ

ぐ」

第73回中小企業団体全国大会開催
〜ポストコロナは変革の時代、連携と革新で躍進する中小企業へ〜
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　最後に、次期全国大会については、2022年11
月10日（木）に、長崎県において開催することを
発表され、大会旗が森会長から石丸忠重・長崎県
中小企業団体中央会会長へ継承、石丸会長が次期
開催地会長挨拶を行いました。その後、豊永厚志・
独立行政法人中小企業基盤整備機構理事長による
万歳三唱の後、閉会となりました。
　また、大会終了後の感謝の夕べでは、岸田文雄・
内閣総理大臣、甘利明衆議院議員、宮下一郎衆議
院議員、滝波宏文参議院議員をはじめとする多数
の来賓がご臨席されました。

Ⅰ．�中小企業・小規模事業者等の経営強靱化・
成長促進支援等の拡充

1．�新型コロナウイルス感染症・多発する災害か
らの経済再生支援策の拡充

2．�中小企業・小規模事業者・組合の成長促進投
資への支援強化

3．�中小企業・小規模事業者の持続的発展に向け
た事業承継・事業継続に関する対策の強化

4．�中小企業団体中央会の指導体制・支援機能の
拡充・強化、実態やニーズに即した組合制度
の再整備

5．地方創生推進に向けた対策の拡充

Ⅱ．�中小企業・小規模事業者の実態を踏まえ
た労働・雇用・社会保険料対策の推進

1．�新型コロナウイルス感染症の影響長期化に対
する配慮

2．�働き方改革の実現に向けた中小企業への配慮
3．中小企業の人材確保・定着対策

全 国 大 会 決 議

4．地域の実情を踏まえた最低賃金の設定
5．�外国人技能実習制度の運用の円滑化と制度の
拡充

6．外国人材の受入れ体制の整備
7．障害者雇用への中小企業支援策の拡充
8．国による職業訓練機能の拡充・強化
9．社会保険制度等の整備

Ⅲ．�中小企業・小規模事業者の積極的な事業
活動を支える環境整備

1．中小企業金融施策の拡充
2．中小企業・組合税制の拡充
3．中小製造業等の持続的発展の推進
4．エネルギー・環境対応への支援の拡充
5．�卸売・小売業・まちづくりの推進に対する支
援の拡充

6．サービス業支援の強化・拡充
7．官公需対策の強力な推進
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　自動車整備業界では、100年に一度と言われる変革期に突入し、自動車の進化とそれを取り巻く環境の変
化による、自動車整備士の責任と役割は大きくなっています。一方で、人材不足と若者の車離れが顕著に影
響し、自動車業界全体が人材の確保に苦しんでいます。
　そこで、札整振自動車事業協同組合青年経営研究
会（会長 赤地勇己）では、令和3年11月19日、札
幌市教育委員会後援のもとキャリア教育の一環とし
て、自動車整備業界及び自動車整備士について興味
を抱いてもらう目的で、札幌市立新琴似中学校の中
学2年生を対象に出前授業を開催しました。
　当日は、本会助成事業（組合青年部活動助成金）
の活用で作成、編集した映像と質問形式で生徒との
交流が行われ、生徒からの「自動車整備士になるた
めに一番大変だったことは？」、「自動車整備士に
なったきっかけは？」など多くの質問に対して、参
加した整備士の皆さんが、わかりやすく、時には冗
談を交えて質問に答えていました。
　また、自動車整備士に限らず、「働くこと」につ
いての話しにも触れ、参加した生徒は、メモを取る
など、真剣な眼差しで話を聞いていました。
　担当した先生からは「生徒たちにとって、それぞ
れの業界の話や、実際に働いている方のお話し、交
流は貴重な体験になる。将来を考えるきっかけのひ
とつになれば」と出前授業の意義を話されていまし
た。

札整振自動車事業協同組合青年経営研究会

出前授業で
自動車整備業界の未来を伝える！
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　令和3年11月26日、令和3年度補正予算案が閣議決定され、経済産業省関連資料が公表されました。地域の中小企業や小
規模事業者の皆様に関連する部分についてご案内します。
　なお、補正予算成立時には、内容が変更されている場合もありますので、最新情報は、経済産業省のHPをご確認願います。
（https://www.meti.go.jp/main/31.html）

「令和3年度補正予算案」に関する詳細につきましては、下記をご参照ください。
〈経済産業省HP〉
令和3年度補正予算案のポイント　（https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/overview.pdf）
令和3年度補正予算案のPR資料　（https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/hosei/pr.pdf）

N O M T OI F R A I N

北海道経済産業局からのお知らせです

令和3年度補正予算案について（中小企業関係）

経済産業省北海道経済産業局中小企業課
北海道札幌市北区北8条西2丁目札幌第1合同庁舎5階　TEL：011-709-2311（内線2576）問い合わせ先

事業復活支援金（2.8兆円）
○新型コロナの影響で2021年11月〜2022年3月のいずれかの月の売上高が50％以下に落ち込んだ事業者（中堅・中小・小規
模事業者、フリーランスを含む個人事業主）に対し、地域・業種問わず、固定費負担の支援として、5か月分（11〜3月）の売
上高減少額を基準に算定した額を一括給付。
○上限額は、売上高に応じて、3段階設ける。売上高30〜50％減少の上限額は売上高50％以上減少の上限額の6割とする。

「がんばろう！商店街」事業（既存予算で対応）
○商店街等が行う需要喚起を目的としたイベント等を支援。参加者の感染リスクを今まで以上に低減するため「ワクチン・検査
パッケージ」導入等を支援し、補助上限額を引上げ。

海外需要獲得支援（12億円）
○新型コロナウィルスの影響の下、急速に拡大する越境EC市場の獲得促進のため、中小企業の行う海外向けブランディング・
プロモーション等を支援。

資金繰り支援（1,403億円　※別途繰越予算あり）
○日本公庫による実質無利子・無担保融資及び商工中金の危機対応融資を年度末まで継続。また、日本公庫による資本性劣後ロー
ンを来年度も実施。
○中小企業の経営改善等を支援する伴走支援型特別保証の上限を引き上げた上で、来年度も実施。セーフティネット保証4号に
ついては期限延長。

事業環境変化への対応支援の強化（130億円）
○コロナ下の環境変化に直面する中小・小規模事業者に対して、中小企業団体等の支援者が、経営者等との対話を通じて経営課
題を抽出する等の課題設定型の伴走支援を実施。
○最低賃金引き上げやインボイス制度導入等の環境変化への対応が求められる中小・小規模事業者に対し、制度の周知やデジタ
ル化支援・相談等を実施。

事業再構築補助金（6,123億円）
○新型コロナの影響で2020年4月以降の売上高が10％以上減少した中小企業等に対し、新分野展開や業態転換等の事業再構
築に係る設備投資等を補助（上限額8,000万円）。
○売上高減少要件を一部緩和する（さらに、複数事業者が連携する場合は売上高減少分を合算可能とする）など、使い勝手を向
上させるとともに、グリーン成長枠を創設し、売上減少要件を撤廃した上で、上限額を引上げ。

事業再編・再生支援（757億円）
○事業再生支援ニーズの高まりに応じ、中小企業の私的整理等のガイドラインを年度内に策定。併せて官民連携のファンドや中
小企業再生支援協議会の支援体制を拡充。

取引適正化等推進事業（8億円）
○中小企業向けに、取引価格交渉ノウハウに関するセミナー等を開催し、価格交渉促進月間の関係も含め、価格交渉力の強化を
支援。

生産性革命補助金（2,001億円）
○中小・小規模事業者の設備投資、販路開拓、IT導入、事業承継等を支援。
○グリーン・デジタルなど成長投資の加速化に対応する特別枠（「中小企業グリーン・デジタル投資加速化パッケージ」）や賃上げ
等の事業環境変化に対応するための特別枠を設け、補助率や上限額を引上げ。
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女 性 研 修 会 開 催

「�あなたがいてよかった！�
と言われる女性になるためのセミナー」

　12月8日から10日までの3日間、東京ビッグサイトにおいて、全国の
中小企業者がものづくり補助事業を活用して開発した新製品・サービス・
技術等、工夫を凝らした様々な分野の成果が一堂に会する展示商談会「中
小企業 新ものづくり・新サービス展」（出展事業者約550社）が全国中小企
業団体中央会の主催により開催されました。
　会場内は「情報・通信」「医療・生活・ヘルスケア」「物流・サービス・その
他」「電気・電子部品」「環境・建設・エネルギー」「農林水産・食品」「化学・繊
維・紙」「機械・部品」の8つのゾーンに分かれ、全国から参加した事業者の
展示ブースでは、各事業者が実演を交えながら補助事業の成果をPRし、
訪れたバイヤーの興味を引いていました。当日は、産業支援機関のマッチ
ング専門家が来場者のニーズに合わせた出展者の紹介を行う相談コーナー
「よろず相談デスク」が設けられたほか、DX、SDGs、
経営戦略などをテーマとした多彩なセミナーも用意さ
れ、来場者の関心を集めていました。
　今回、北海道からは10社が参加し、自社の技術力、
新たな発想による商品力を、来場者に向けて発信しまし
た。

展示商談会　出展企業
網走ビール株式会社 工房ペッカー
函館米穀株式会社 有限会社伊藤畜産
株式会社トリパス 株式会社 SIXINCH. ジャパン
空知單板工業株式会社 飛栄建設株式会社
株式会社レアックス 丸和信和建設株式会社

「中小企業　新ものづくり・新サービス展」開催！

　11月17日、ホテル札幌ガーデンパレスで株式会社 青山プロダクション 代表取締役 青山 夕香 氏を講
師に招き「あなたがいてよかった！と言われる女性になるためのセミナー」を開催しました。
　当日は、会場とZoomで参加者を繋いだハイブリッド型式で行われました。前半は、「わかりやすく話を
するということ〜ロジカルに考えてみよう！〜」と題して、コミュニケーションの基礎と、ロジカルに相手
に話を伝える方法について「話すこと」、「聞くこと」、「質問すること」の3つの視点から説明がありました。
　後半は、相手に自分の意見を押しつけるのではなく、自分のことも相手のことも尊重しながら行う自己主
張の方法「アサーションスキル」などを学び、実際に参加者同士で、学んだスキルを試してみるなど、コミュ
ニケーションの難しさ、楽しさを実感されていました。
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くるみん・プラチナくるみん認定とは
　「くるみんマーク」「プラチナくるみんマーク」とは、「子育てサポート企業」として、厚生労働大臣の認定
を受けた証です。
　次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を策定した企業のうち、計画に定めた目標を達
成し、一定の基準を満たした企業は、申請を行うことによって「子育てサポート企業」として、厚生労働大
臣の認定（くるみん認定）を受けることができます。
　さらに、平成27年4月1日より、くるみん認定を既に受け、相当程度両立支援の制度の導入や利用が進み、
高い水準の取組を行っている企業を評価しつつ、継続的な取組を促進するため、新たにプラチナくるみん認
定がはじまりました。
　プラチナくるみん認定を受けた企業は、くるみん認定同様に「プラチナくるみんマーク」を広告等に表示し、
より高い水準の取組を行っている企業であることをアピールできます。
　また、本年10月から、内閣府の「中小企業子ども・子育て支援環境整備助成事業」として、くるみん認定・ プラチ
ナくるみん認定を受けた中小企業事業主に対し、最大で50万円を助成する「くるみん助成金」も開始されています。

■行動計画策定→実施→くるみん認定→プラチナくるみん認定の流れ
　 行動計画の策定から実施、くるみん認定、プラチナくるみん認定の流れは、以下の①〜⑩のとおりです。

「くるみん認定」企業を
目指しませんか！？

①　自社の現状や労働者のニーズの把握

②　①を踏まえて行動計画を策定

③　行動計画を公表し、労働者に周知（②からおおむね3か月以内）

④　行動計画を策定した旨を都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ届出（②からおおむね3か月以内）

⑧　くるみん認定後の行動計画の期間終了後、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ、プラチナく
るみん認定の申請

⑩　プラチナくるみん認定企業は、毎年少なくとも1回、次世代育成支援対策の実施状況を公表

⑥　行動計画期間の終了後、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ、くるみん認定の申請

⑦　「子育てサポート企業」として
　　認定くるみんマークの付与

⑨　優良な「子育てサポート企業」として認定
　　プラチナくるみんマークの付与

⑤　行動計画の実施

くるみん認定！

プラチナ
くるみん
認定！

（「子育てサポート企業」としてくるみん認定を申請する場合）

（さらに高い水準の取組を行い、プラチナくるみん認定を申請する場合）
※プラチナくるみん認定を受けるためには、事前にくるみん認定を受
けている必要があります。

「くるみん助成金ポータルサイト」https://kuruminjosei.jp/index.html
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11月の道内景況　情報連絡員レポート
原油高、原材料高の影響強く　先行き不透明

景況天気図（前年同月比）

（凡例） 30以上 10〜 29 9〜△ 10 △ 11〜△ 29 △ 30以下

　全業種の主要DIの推移では、「売上高」は回復傾向が
見られるが、「景況」「収益状況」は悪化に転じている。情
報連絡員報告によると、製造業は、先月に引き続き、原
材料の高騰による影響が続いており、原油高によるガソ
リン、灯油高騰についても引き続き、対応に苦慮してい
る。非製造業では、旅行事業が再開されるなど、自粛モー
ドも緩和され、各地の人流や消費動向に動きが見られた。
水産物を取り扱う事業者では、魚介類の仕入れや、自動
車を販売する事業者では、車輌の確保など、先の見通し
を不安視する声が聞かれた。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

全業種 製造業 非製造業

10月 11月 前月比 10月 11月 前月比 10月 11月 前月比

業界の景況 △0.2
→

1.9
→

△1.4
→

△23.9 △24.1 △21.2 △19.4 △25.4 △26.8

売 上 高 6.1
→

△1.2
→

10.1
→

△14.1 △8.0 △18.2 △19.4 △11.9 △1.8

収 益 状 況 △8.3
→

△23.8
→

0.3
→

△23.9 △32.2 △18.2 △41.9 △27.1 △26.8

販 売 価 格 5.4
→

1.0
→

7.9
→

14.1 19.5 15.2 16.1 13.6 21.4

取 引 条 件 △1.6
→

3.2
→

△4.2
→

△7.6 △9.2 0.0 3.2 △11.9 △16.1

資 金 繰 り 5.0
→

5.5
→

4.7
→

△13.0 △8.0 △15.2 △9.7 △11.9 △7.1

雇 用 人 員 0.4
→

△0.6
→

1.0
→

△13.0 △12.6 △9.1 △9.7 △15.3 △14.3

主要DI の推移
10.0

0.0

－10.0

－20.0

－30.0

－40.0

－50.0

－60.0

－70.0

景況 売上高 収益状況

R2.10 11 12 R3.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
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・公共工事に関しては年度内の物件もなくなり、次年度に向けた物件に対して準備をして
いく状態。民間工事に関しては、再開発を始め大きな物件の計画が進んでおり、それに
付随した工事も予測される。一方、地元の業者が直接受注する事は難しく、1次、2次…
の下請けという形で入っていく事が現実的であり、価格や工事範囲の交渉や人材の確保
など、諸条件を明確にした中で受注活動を行っていく事が必要。継続している課題とし
て、材料の価格の上昇や調達の時期が見込めないなど、工事の受注をする上での最終的
な金額の決定に影響を及ぼす状況が更に悪化している。常に最新の情報を取り入れて企
業運営をしていく事が今まで以上に必要である。� （電気工事／全道）

・売上高　前年同月比 29.76％減少、乗務員数　前年同月比 10.6％減少、チケット取扱高　
前年同月比 29.44％減少� （一般乗用旅客／旭川）

・宅配事業は好調を維持。チャター及び引越案件は例年の売上を維持しているがスポット

案件は減少傾向が続いている。これは「ハコベル」始めとする運送マッチングアプリを
運用する会社が勢力を伸ばし、それらを利用する企業が増加していることも影響してい
ると考えている。軽運送業界も協同組合としての運営はデジタル時代に対応していかな
ければ時代遅れとなってしまうと憂慮している。� （一般貨物自動車運送／全道）

・作物については、夏の高温少雨の影響により予想以上に作柄・量が悪く、輸送量は減少
している。一般雑貨・日用品については、低調な状況が続いていたが回復傾向にある。
しかしながら原油価格等の値上がりにより一般消費財も値上げ基調にあることから消費
の落ち込みが予想される。燃料以外の消耗品の価格も上昇しており、運賃交渉を検討し
ているが難しい状況にある。� （一般貨物自動車運送／石狩）

・燃料価格が高止まりが続き、収益を圧迫している。� （一般貨物自動車運送／苫小牧）

非製造業（建設・運輸業）

・当地における秋サケ漁は、昨年より若干の増加。しかし、低水準の漁獲量、他の地域で
の不漁の影響もあり価格高騰となったことから、当地における「買い」「加工生産」は減
少した。一方、今年好漁であるホタテの水揚げを、例年 10月末で終漁しているところ
を、11月末まで延長し、工場稼働率を高めている。なお、今年のホタテは、粒も大き
く、脂肪分も高めで良質との評価を得ている。� （水産食料品／網走）

・コロナ禍が多少落ち着いてきた矢先に原料、容器等包装資材、さらに重油価格等の値上
要件が多いが、依然景気が低迷しており製品価格を上げれる環境ではなく大変苦慮致し
ている。� （飲料／全道）

・コロナ禍による業務用関係の出荷減、大豆・小麦などの原料価格の上昇、また、原油価
格の高騰による燃料費、配送費、包装費などの値上がりで引き続き厳しい状況。特売価
格も下落傾向。� （味噌・醤油／全道）

　・味噌出荷量（道内）：単月（令和 3年 10月）　前年対比　　　　�90.5％
　　醤油出荷量（道内）：単月（令和 3年 10月）　前年対比　　　　�86.1％
　・令和 3年 1月〜 10月の道内・累計出荷量；�味噌　前年対比　　94.4％�

醤油　前年対比　　94.7％
　・令和 3年 1月〜 9月の全国・累計出荷量 ��；�味噌　前年対比　　97.1％�

醤油　前年対比　�100.2％
・トドマツ原木は、製品受注が旺盛な為、地域によっては価格が上昇傾向にある。また、
国有林材の調達が出来ている工場でも不足感がある模様。市況については、保合〜強含
みで地域差がある。

　・�カラマツ原木は、製材受注が旺盛であるが、慢性的な原木不足があり、サイズによって
は非常に窮屈な状況となっている模様。今後も不足感は続く物と考えられる。また、需
要に対応仕切れていないのが現状のよう。市況については、保合〜強含みで推移。

　・製材市況は、エゾ・トドマツは、保合〜値上がりが見込まれる。カラマツは、強含み。
　・紙原料は、今のところ制約はない模様。
　・木質バイオマス原料については、順調に集荷されている模様。
　・�外材の高騰も高止まりで一服した感が見られる模様。コンテナ不足等により輸入製材
の入荷が遅れていることから道産建築材は引き合いがある模様。今後、北米材につい
ては、一服感が出ている模様で、欧州材も高止まりで推移。� （一般製材／全道）

・11月の生コン出荷量はおよそ 311千m3。（前年同月比 95.2％）

　・�地域別には、前年同月を上回った分会（協組）は 29分会（協組）中、16分会（協
組）で前年（増加は 15分会（協組））を上回った。前年同月と比較して、増加したの
は十勝地方、小樽地区、富良野地区など。一方、減少したのは札幌、苫小牧、千歳地
区などであった。� （窯業・土石製品／全道・生コン）

・釧路地域では、前年より道路・河川の維持事業や河川工事が増えており、売上全体とし
ては増加している。しかし、砂利を必要とする工事が少ないことから、砂利採取量が伸
びず、業界景気は低迷しており、砂利需要のある事業が少なく、在庫を抱えている。

� （窯業・土石製品／全道・砕石）
・コロナ感染対策を実施しながらの、様々な打合わせ、会議、会合が開催されるように
なってきました。今後の活動に良い方向に向かっている。価格に上昇について、製品代
とそれに伴う運送費が、大幅な値上げが実施されており、様々な製品の値上げの通達が
来ている状況。今後、販売価格の上昇をいかに認めてもらうかという事が重要になって
くる。また、見積ったは良いが実際に施工できるのか不安に思っているとの声が聞かれ
る。併せて、事業の継続のための、後継者問題や、従業員不足が問題となってきている。
� （窯業・土石製品／全道・ガラス）

・自動車向け銑鉄鋳物は前年同月比▲ 10％、自動車向けはプラスとなっている。原材料、
副資材が高値で推移する中、鉄材、木材の入手が困難になってきている。

　半導体の品薄で、設備更新が予定通り実施されない。� （銑鉄鋳物／全道）
・造船界の業況：新造船の市場は船価の上昇が続いて、造船所各社受注好調も鋼材や原材
料価格の高騰で、上期以上に下期は赤字幅が拡大している。

　・�組合員の業況：橋梁・陸機工事は、仕事量不足が続いているが、大型アンローダー工事の
受注で下期後半からの工場製作で仕事量が確保され先が明るい。�（金属機械工作／室蘭）

・原油の高騰などによる影響でいろいろなコスト増大、組合事業所の多くは売上が回復し
ていない。� （金属機械工作／札幌）

・印刷業界においては、紙類の値上げが複数社予定されており、コロナ禍にあって価格の
転嫁も不透明で、さらに厳しい経営環境が予想される。� （印刷／札幌）

・先月同様、今後の状況下については現状把握と共に静観しつつ、政府の景気対策案の一
環として税制改革で打ち出された法人税の控除率について有難いことであるが、単年度
の計画では当組合の中小企業は難しいと考えられる。� （家具／旭川）

製造業

・新型コロナウイルスの感染者数が減少し消費行動が回復したことから全般的に売上高は
増加している。一方で円安・原材料価格の上昇・原油価格の高騰による物流費の上昇で
原価率が大幅に上昇しており軒並み減益の状況となった。

　・�消費は回復傾向にあるが、コロナ自粛でライフスタイルや働き方が変化し需要が落ち
た商品は今後も厳しい状況が続く見込みにあり、経営戦略の変更を迫られている。

� （各種商品／札幌）
・11月に組合で、組合員オーナー食事会を開催し、外部から講師を招き、DXをテーマと
してセミナーを行った（中央会補助金利用）。なお、当日は、例年なら昼食を食べて懇親
も深めることもしていたが、持ち帰りのお弁当で対応した。各組合員においても忘年
会・新年会を実施しない会社が多い。ここ十勝の感染者は、ここ 2カ月ほど確認されて
おらず落ち着いた状況、師走となり市中も賑わいを戻しているように感じる。オミクロ
ン株の今後の広がりが懸念されているので、注視したい。� （各種商品／帯広）

・令和 3年 11月期の当組合買付高は仲卸、荷受合計で 1,218,424 千円で、先月の 10月
期実績より 47107千円ほど減少した。

　感染者数は全国的に大幅な減少を見せたものの道内では一部クラスターが発生したりと
依然予断を許さない状況である。

　毎年年末の需要を控える 11月期は全体的な需要は落ち込むが、コロナ禍のもと実需要向
けの生鮮食材流通量も鈍化傾向を見せており、外食、家庭需要ともに伸び悩んでいる実
態が顕著となった。

　来月は年末の需要期を控えるが、賞与の支払いベースも低く、最近になって次の遺伝子
型であるオミクロン株の世界的な猛威の兆候もアナウンスされており、生産需要は物流
ベースでも、扱いベースでも低迷しそうである。� （野菜・果実／道央）

・メーカー・商社より、原材料費高騰のため次年度に向け値上げ申請の話が増加。また、
LEB照明器具やブレーカー・分電盤等の金属、樹脂製品の商材供給の遅れによる未納現
場の増加が売上に影響を及ぼしている。� （電気資材／全道）

・加盟店において、赤潮被害の影響はほとんどなく、昨年に引き続きコロナの影響で売上
が低迷している状態にある。小売、飲食は若干ではあるが客足が戻り始めているも、新
種のオミクロン株拡大の懸念や消費者の外出自粛ムードが強くなることの不安が拭えな
いまま我慢の経営を続けいている。12月以降において、忘年会や新年会を行う企業があ
れば、自粛する企業もあるため、コロナ前の売上が戻ることはないと予想される。当会
のカードの利用価値を高める工夫を検討しつつ、カードホルダーの増強を図り、加盟店
への集客の一助となるべく活動を行っていく。� （各種商品／新ひだか）

・緊急事態宣言解除後、経済が一斉に動き出した感はあるが、客足にはつながっていない
様子。不漁や生産が追い付いていないことなどで、価格の高騰や品不足が起きていた。

� （各種商品／小樽）
・前年比較　物販見込：101.0％　金融：98.5％
　全国的に感染が減少している中、旭川は未だにクラスターが発生する等、警戒が続いて
いる。消費においては、前年との比較で、単価の値上がりによる燃料系の売上と食料品
の売り上げが 110％を超えたが、自動車関連が大幅に減少した。全体としては物販・金
融ともに前年並みとなったが、昨年は医療機関の相次ぐ大規模なクラスターとプレミア
ム商品券の流通の影響で一昨年比 88％まで落ち込んだ時期であったことから、依然とし
て厳しい状況が続いている。� （各種商品／旭川）

・11月は原油価格が値下がりの為、小売店の販売価格も改定された模様。収支状況は従来
と同じく量販店に影響され厳しい利益口銭で推移、利益は圧縮状態が続いています。

� （燃料小売／旭川）
・道内においては旅行事業の推進など自粛モードも緩和され、消費動向にも大きな動きが
見られ、組合員店においては業種により増減の差が激しく、女性向け商品を扱う業種に
プラスの動きがあった。先月に続きガソリン、灯油を扱う組合員店においては前年比を
大きくクリア、時計、メガネといった実用品を扱う組合員店は前年マイナスの状況。

　11月の取扱高は前年比 103％。飲食関連が前年比 130％超、旅行関連では 256％、ま
た、観光客の市内利用分も 110％。また、当社会員の市外利用も増えており、新変異株
の感染拡大が懸念されるところではあるが、このままの推移を望む。�（各種商品／釧路）

・函館朝市においては、昨年は、朝市商店街（朝市連合会）と大門商店街（都心商店街）
が主体となって採択された「GoTo商店街」の準備等々に奔走しておりました。今年は
先月同様、特にトピックスもなく、少しずつ人の出も増え始めてきているものの、消費
効果は、まだまだ見い出せていない。そんな中、函館市より新型コロナウイルスで疲弊
する地域の経済対策に年末年始に実施する商店街への販売促進事業に 1団体あたり最大

500万円の補助金が交付となり、当連合会では、年末年始のお買い物に活用していただ
くため「函館朝市プレミアム付商品券（1000円券 7枚＋ 1時間無料駐車券をプレミア
ム 40％の 7000円で販売）」を総数 2500冊販売することとなった。�（各種商品／函館）

・人流が戻ってきたことによる観光面の回復は期待される。今月については、いまだ道内
のみでの動きで、大きな物販には結びついていない。� （菓子／全道）

・原油価格は、11月に入り 1バレル当たり 80ドル台から 85ドルの間で増減していた
が、11月下旬に新型コロナウイルス感染症の新たな変異株が発生したことに伴う景気の
先行き懸念から、一気に 10ドル近く下落した。

　・�こうした中、SSにおけるガソリン価格は高止まりの状態が続いているほか、灯油も昨
年に比べ大幅な価格上昇となっている。一方、安値市況が続く一部激戦地では、地場
中小零細企業の経営は引き続き厳しい状況。

　・�また、全国ベースでのガソリン販売量を見ると、依然としてコロナ前の状況に回復し
ていない。石油製品の店頭価格は、ガソリン、灯油とも相当高い水準にあることか
ら、消費者の買い控え等による減販により、石油販売事業者の利益減少が懸念される。
� （燃料／全道）

・水産品の入荷が悪く、年末に向けて、マグロ、エビ、カニ、ホタテ、サケ等の価格が高騰
し、昨年の2倍以上の価格になっており、利益も少ない状況である。�（各種食料品／道央）

・売上高対前年比 104.7％の実績
　・�青果物の売上は全体の 5％程度のウエイトであるが、相乗効果があり、売上の底上げ
に寄与している。� （野菜・果実／札幌）

・11月は、コロナ感染も収まり、地元客、観光客も増加した。しかし、魚介類の高騰が大
きく影響している。地元大学生が、地元の生産者や料理関係者と連携し期間限定で食堂
を開店し、好評を得ている。地域ローカル FMのサテライト広場が期間限定で設置さ
れ、久々にイベントを開催。先月に引き続き、催事販売を行い、行列が出来るほどの大
好評であった。来店客にはマスクの着用、出入り口にはアルコール消毒を設置し、館内
放送にてお願いをし、定期的に出入り口を開放し、換気対策を実施している。飲食店を
除き、店内での飲酒を禁止し長時間の滞在を防ぐようにお願いをしている。

　尚、店内のお客様が利用したテーブルには、飛沫対策のアクリル板を設置し、テーブル
やイスはこまめにアルコール消毒を実施している。� （鮮魚／釧路）

・小売りの販売単価が少々上がっている。
　・�商品自動車が減少しているため、販売車輌の確保に苦労している。�（中古自動車／全道）
・自転車は販売、修理ともほぼ終了。除雪機を扱っているお店は札幌近郊は雪が遅かった
ので動き出しが低調だが、道北は突然の大雪で、点検・修理に追われている。

� （自転車・自動車／全道）
・百貨店の 10月売上高は、3億 7千万円（前年同月比 7.0％増）昨年中止した催事開催に
より来店者の増加につながった。11月共通駐車券の利用は、前年同月比 97.8％、買物
共通バス券は、前年同月比 27.9％。管内新規感染者ゼロは続いているが、飲食店はまだ
まだ厳しい状況が続いている。� （商店街／帯広）

・先月同様、11月はGOTOトラベルと町の宿泊支援事業の相乗効果による集客増のた
め、全体の入込数は減少。道民割とおとふけ割、平日の無料送迎バスプランにより道内
客は昨年実績に近い集客があったが、道外客は昨対 6割にとどまる結果となった。
GOTO再開を望む。� （旅館／十勝）

・コロナ感染者の新規感染者数は大幅に減少しているが、新たな変異株感染も報道されて
きている中、不安は大きい。日常の衛生管理は、今まで通り徹底していく。また、営業
用燃料の重油が高止まりのような状況、入浴客の減少に加え燃料の高騰は浴場にとって
は負担が大きい。� （公衆浴場／全道）

・働き方改革が道内の企業でも進み、テレワークを取り入れての通勤時間の削減や残業時
間の減少に取り組む企業が増加しているが、新型コロナウィルス禍でさらに広がってき
た。従来のような面談での営業活動が難しくなった企業は、ネットショップの開設や
メール営業で売上げを確保しつつ、DX化で業務の効率化を進めて生産性を高める方向
に舵を切り始めている。しかし、道内中小企業の多くは社内に IT 人材が極めて少ないこ
とから、道内の中小システム開発 IT 企業が、企業のシステム開発を丸ごと請負ってDX
化やクラウド化を進める新規事業が出始めている。従来は、システム開発の丸投げに対
するリスクや批判があったが、相互の信用・信頼をベースにして、異業種企業を数社請
負えば長期にわたって安定した収益を確保できる。企業側も IT 人材を採用する手間が省
けて事業拡大に資源を集中でき、コスト削減にもつながる。� （ソフトウェア／全道）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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旭橋みずほ通商店街を青色で灯す�
ぶるーらいとMIZUHO『蒼瑞穂─アオミズホ─』
　旭川市内の旭橋みずほ通商店街振興組合では、同
街区の一角にある旭町通ポケットパークに、イルミ
ネーションが設置・点灯されています。
　この行事は9年前から始まり、商店街皆さんの手
で全て手作りしているイルミネーションです。過去
には電飾が雪に埋もれて切れてしまうことなどもあ
りましたが、失敗から学び改善案を投じることで、少
しずつ進化をしながら規模も大きく成長していま
す。今年はツリー型の電飾オブジェが2基増えて5基
になったため迫力満点です。
　今年の同イルミネーションでは『地域の医療従事
者への感謝の気持ち』を表現されています。
　さらに新しい試みとして、3枚のイルミネーショ
ン写真のうち、好きな写真に投票して『商店街の何か
いい物が当たるキャンペーン』を実施しました。

　これから極寒の冬に突入す
る旭川。このイルミネーション
は3月まで点灯されます。イル
ミネーションでライトアップされた旭橋みずほ通商
店街を是非散策してみてはいかがでしょうか。

ひがし北海道の冬を楽しむ！！�
〜PR冊子が完成しました〜
　道東の自治体や航空会社などでつくる「ひがし北
海道観光キャンペーン協議会」は、閑散期となる冬季
の旅行需要を喚起することを目的に、冬の道東観光
の魅力を発信する冊子『ひがし北海道 冬の新しい魅
力〜夏から冬へのいざない〜』を作製しました。
　2015年から毎年発行しており、今年で7回目とな
ります。
　道東各都市の見どころに加えて、阿寒湖のフロス
トフラワーや青い滝などの「インスタ映えスポッ
ト」、冬キャンプやファットバイクといったトレンド
の「体験アクティビティ」、豊富な食材を活かした「ス
イーツ・アイス」「グルメ」の4つのテーマで特集を組
み、それぞれ日本語と英語で紹介しています。
　人気の定番スポットからあまり知られていない穴
場まで幅広くカバーする本冊子は、A5判36ページ

フルカラーの大ボリューム。
一万部発行し、来年3月初旬ま
で釧路、帯広、女満別、紋別、中
標津の道東5空港の観光案内所などで配布するほ
か、同協議会のホームページ上でも公開しています。
　冊子をめくればきっと新たな発見があるはず。感
染防止に留意しながら、ぜひ冬のひがし北海道を旅
してみませんか。

上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内駐在職員／小野事務所長・渡邊主任・安武主事

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／長谷川事務所長・平河内主任

ひがし北海道観光キャンペーン協議会HP
https://doto2022.com/

支部だより
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冬に見られる、もう一つの室蘭夜景
　「室蘭の夜景」と聞けば、工場夜景、雄大な白鳥大橋
が一年を通し、ほかの地域にはない魅力的な夜景と
して有名です。
　室蘭にはもう一つ、冬の時期だけ見ることができ
る夜景スポットが、東室蘭駅の周辺にあります。
　東室蘭駅を中心に、室蘭西口商店街振興組合が西
口、東室蘭商店街振興組合が東口をイルミネーショ
ンで飾っています。さらに、西口通りを進んだ先にあ
る「ふれあい広場」では、室蘭電気工事業協同組合青
年部によるイルミネーションを見ることができま
す。また、中島町の「お元気広場」でも中島中央商店街
振興組合が赤エゾマツの木をライトアップしていま
す。こうした街のイルミネーション活動は、通勤通学
や買い物をする室蘭市民の冬の風物詩となっていま
す。
　室蘭西口商店街の米塚理事長は、街のイルミネー

ションについて「人口減少など
で街中が寂しくなってしまっ
ている。道を歩く人々がイルミ
ネーションを見て少しでも明るい気持ちになっても
らえたら」と話されており、是非、室蘭へお越しの際
は街中の夜景もお楽しみ下さい！

『空知の歴史は北海道発展の物語』�
〜日本遺産「炭鉄港」〜
　皆さんは、「炭鉄港」という言葉を聞いたことがあ
りますか？
　炭鉄港とは、「空知の炭鉱、室蘭の鉄鋼、小樽の港
湾、それらをつなぐ鉄道を舞台に繰り広げられた産
業革命の物語」であり、これらの関連する産業遺産
が、令和元年5月20日、文化庁より日本遺産に認定さ
れました。
　特に、空知の炭鉱発展の歴史は、小樽・室蘭が発展
するのに欠かせない役割を果たしており、1879年
（明治12年）に現在の三笠市に幌内炭鉱ができたの
を皮切りに、赤平、歌志内、夕張、上砂川、芦別と空知
管内に次々と炭鉱が置かれ、国内でも大量の石炭を
掘り出す産炭地となり、最盛期には100以上の炭鉱
と80万人以上の人々が暮らしていました。
　この「炭鉄港」の歴史がまとめられたホームページ

が炭鉄港推進協議会により公
開されています。
　ホームペー
ジでは、空知・
小樽・室蘭を
中心に、北の
産業革命とし
て日本・北海
道の経済発展
に寄与してき
た「炭鉄港の歴史」や、観光資源としての「炭鉄港ガイ
ドマップ」、日本遺産を食で巡る「炭鉄港めし」などの
情報が掲載されています。
　空知地方の炭鉱の歴史に触れ、地域の価値を再発
見する機会にしてみてはいかがでしょうか？

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／増田事務所長・渡辺主事

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　大瀧主任

【炭鉄港ホームページアドレス】
https://3city.net/
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丁
目
十
三

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
八
四
八

長

沼

昭

夫

協
同
組
合

　札
幌
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

守

　
　
　和

　彦

事
務
局
〒
060
―
0906
札
幌
市
東
区
北
六
条
東
四
丁
目
一
│
七

電

　話（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
〇
一

F
A
X（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
九
七

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
一
丁
目
五
番
地

　大
通
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
号
館
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
〇
四
七
四

官
公
需
適
格
組
合

　情
報
創
造
事
業
協
同
組
合

理
事
長

柏

倉

正

剛
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本　部

札
幌
電
気
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
三
丁
目
二

　
　
　
　
　
　北
海
道
電
気
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
七
七
一
番

理
事
長

小
野
寺

　涼

　一

副
理
事
長

住

本

邦

裕

副
理
事
長

鈴

木

暁

彦

札
幌
中
央
信
用
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）
二
三
一
―
八
一
三
六
番

フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
〇
一
一
）
二
二
二
―
一
九
八
三
番

h
ttp
s://w

w
w
.sa-ch

ush
in
.sh
in
k
um
i.jp
/

浅

　山

　廣

　司

〒060－8513

札
幌
市
清
田
区
真
栄
四
〇
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
四
―
二
一
〇
〇

協
同
組
合
ニ
イ
イ
チ
物
流
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石

川

　
宏

北
海
道
製
紙
原
料
直
納
商
業
組
合

理
事
長

長
谷
川

　裕

　一

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目
一
―
五

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
五
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
五
五
一

北
海
道
石
油
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
一
条
六
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
二
―
八
一
一
一

伊

藤

　
豊

松

原

正

和

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会（
道
木
連
）

代
表
理
事
会
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
五
丁
目
一
番
地

林
業
会
館
三
階

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
三
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
四
番

事
務
所

官
公
需
適
格
組
合
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
五
―
六
九
〇
〇

代
表
理
事

茎

　津

　俊

　爾

副
理
事
長

浜

　
　
　聡

　彦

専
務
理
事

今

　野

　弘

　隆

常
務
理
事

五
十
嵐

　
　
　剛

北
海
道
電
気
資
材
卸
業
協
同
組
合

理
事
長

三

神

　
司

札

幌

市

中

央

区

大

通

東

三

丁

目

二

　

　

　

　

　

　北

海

道

電

気

会

館

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
七
一
―
二
九
三
一

札
幌
建
設
運
送
株
式
会
社

h
t
t
p

:
/
/
w

w
w

.
s

a
k

k
e

n
s

o
.
c

o
m

/

〇
〇
三
―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦
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本　部

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長

小

　澤

　由

　明

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
三
―
一
三
三
五
番

石

川

信

之

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
│
八
二
二
│
四
一
一
六

大
　
島
　
一
　
哉

佐

藤

和

人

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
街
商
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
五
条
西
十
四
丁
目
一
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
六
│
五
二
六
〇

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

梅

本

成

利

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

福

田

年

勝

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番

官
公
需
適
格
組
合

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
八
丁
目
八
六
番
一
〇
号

T
E
L

　（〇
一
一
）二
二
二
―
一
八
一
一（
代
表
）

F
A
X

　（〇
一
一
）二
二
二
―
三
〇
二
一

理
事
長

佐

　藤

　安

　幸

〔
豊
富
な
経
験
〕〔
優
れ
た
技
術
〕〔
ま
か
せ
て
安
心
〕

水
ま
わ
り
の
こ
と
な
ら
札
管
協
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

〒
060

0032
―

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　〇
一
二
〇
―
二
二
四
―
八
八
九
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本　部

〒064－0802
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
BEAUT20 2階
PHONE　011－642－6066
FAX　　　011－642－6065
URL　http://www.be-way-hokkaido.net/
e-mail　info@be-way-hokkaido.net

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

島

崎

一

則

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
六
四
五
七

理
事
長

安

田

謙

一

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

北
海
道
知
事
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

厚
生
労
働
大
臣
認
可

★
札
幌
市
内
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
健
康
の
保
持
、
増
進
を
目
的
と
し
た

　施
術
料
助
成
事
業
の
取
扱
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

各
種
健
康
保
険
取
扱
サ
ポ
ー
ト

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 
三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　副
支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

http://satto-kojintaxi.com/

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
〇
丁
目
四
番
地

（
第
二
タ
イ
ム
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

副
理
事
長

中

　谷

　
　
　修

理
事
長

阿

部

悦

夫
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本　部

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

柏

　木

　
　
　稔

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

佐
々
木
　
貞
　
幸

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

大

畑

範

義

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電
　
話
　
（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今
　
井
　
一
　
彦

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康
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本　部

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
十
五
丁
目
三
│
十
四

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
二
│
六
三
三
三

大

嶋

忠

裕

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

横

　山

　好

　子

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

松

浦

良

一

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

石

田

直

樹

官
公
需
適
格
組
合

　北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

理
事
長

清

　水

　
　
　博

〒
〇
六
二
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
│
二
十
七

電

　話

　（
〇
一
一
）八
五
三
│
七
七
二
二
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

　理
事

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

服

部

好

泰
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本　部

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

藏

　重

　
　
　満

副
理
事
長

中

川

伸

一

専
務
理
事

石

田

雅

久

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

針

　谷

　
　
　毅

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

榊

　
　
　保

　二

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

武

田

俊

昭

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

理
事
長相

馬

純

一

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

　
　木

　好

　一

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

原
　
口
　
友
　
一
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本　部

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

海
外
交
流
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
五
条
東
十
八
丁
目
三
番
二
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
九
二
―
一
九
一
一

能
　
登
　
　
　
昇

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

中

　村

　
　
　潤

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

田

　島

　久

　吉

理
事
長

竹

内

久

夫

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

成

　澤

　
　
　章

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

田

村

博

昭

会

　長出

村

良

治

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
清
田
区
美
し
が
丘
一
条
四
丁
目
一
―
十
二

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一

北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
送
事
業

　
　
　
　
　
　
　協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
―
七
九
〇
―
八
〇
一
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
七
九
〇
―
八
六
一
九

野

　村

　佳

　史

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

　
井

博

美

代
表
理
事

笠
　
松
　
利
　
紀

毎
日
軽
自
動
車
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー

五
丁
目
六
番
六
五
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
七
八

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
六
五
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本　部

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

中

　野

　洋

　一

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
六
丁
目
一
番
地
九

　二
階

電

　話

　〇
一
一
│
六
四
二
│
七
八
五
五

代
表
理
事

丸

山

一

彦

齋

藤

忠

明

北
海
道
家
電
協
同
組
合

札
幌
市
清
田
区
平
岡
一
条
一
丁
目
六
│
十
八

電

　話
（
〇
一
一
）
三
七
五
│
七
三
六
四

F
A
X
（
〇
一
一
）
三
七
五
│
七
三
八
四

理
事
長

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

谷

　
　
　明

　郎

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地
イ
ハ
ラ
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

木

戸

善

幸

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地

イ
ハ
ラ
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

木

　戸

　善

　幸

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
五
丁
目
二
番
四
十
号

ク
レ
ス
ト
コ
ー
ト
北
大
前
一
階

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
十
八
丁
目
一
―
十
九

北
海
道
鉄
道
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
六
―
一
五
三
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会

　長

峰

　崎

　直

　樹

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目
六
番
四
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
五
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本　部

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

桑

山

正

人

石

　澤

　恵

　吾

北
海
道
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
菊
水
2
条
2
丁
目
2
番
1
8
号

藤
井
ビ
ル
菊
水
Ⅰ
1
階

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
六
│
一
二
五
〇
番

代
表
理
事

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

山

　田

　耕

　作

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
四
番
五

電

　話
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
一
六
一

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
二
〇
九

成

田

眞

一

理
事
長

会

　長

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

石
狩
新
港
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
三
二
四
一

石
狩
市
新
港
西
三
丁
目
七
四
九
―
一

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
二
一
一
番

F
A
X

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
二
一
二
番

理
事
長

美

　馬

　
　
　剛

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
〇

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

電

　話

　（
〇
一
一
）㈹
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）―
三
九
一
―
〇
八
八
〇

理
事
長

小

原

敏

嗣

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番
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本　部

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

齋

　木

　良

　一

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

新
井
田
　
　
保

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
二
三
（
二
六
）
三
四
三
四

泉

　波

　昭

　雄

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

冬

　澤

　
　
　豊

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

水

澤

政

幸

日
高
地
方
廃
タ
イ
ヤ
協
同
組
合

理
事
長

沙
流
郡
日
高
町
富
川
西
十
二
丁
目
六
十
九
番
地
一
〇
四

電

　話

　〇
一
四
五
六
―
三
―
〇
〇
五
〇

元

　島

　勝

　利

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

　坂

　
　
　博

浦
河
家
具
建
具
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
浦
河
郡
浦
河
町
堺
町
東
二
丁
目

十
八
番
十
五
号

電

　話

　〇
一
四
六
│
二
二
│
一
二
六
八
（
事
務
所
）

　
　
　
　〇
一
四
六
│
二
二
│
一
一
五
八
（
工
場
）  

永

　平

　
　
　顯

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博
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本　部

札幌地方中小企業団体事務長会

オホーツク中小企業団体事務長会

室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会

苫小牧地区中小企業団体事務長会

十勝地区中小企業団体事務長会

函館地区中小企業団体事務長会

道北地区中小企業団体事務長会

釧根地区中小企業団体事務長会

後志地区中小企業団体事務長会

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

村 田 京 華

飯 田 敏 勝

片 桐 崇 意

牧 　 野 　 敏 　 夫

三 日 市 　 則 　 昭

高 橋 正 幸

上 　 西 　 淳 　 一

横 　 田 　 　 治

西 川 清 光

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

山

田

耕

作

副
会
長

佐

　藤

　安

　幸

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

安

藤

慎

也

副
会
長

渡

部

正

益

副
会
長

熊

谷

広

司

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

山

　岡

　芳

　夫

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史
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本　部

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

片

　岡

　清

　三

小

　林

　
　
　晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

弁
護
士

片

　岡

　淳

　平

弁
護
士

片

　岡

　怜

　子

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sa
p
p
o
ro
c
ity
-la
w
.jp

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
白
石
区
南
郷
通
十
四
丁
目
南
三
番
十
一
号

ラ
ス
コ
ム
13
ビ
ル
　四
階

電

　話
（
〇
一
一
）
八
六
一
│
七
〇
七
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
六
一
│
七
〇
七
一

柿

　澤

　
　
　

吉
田
聡
税
理
士
事
務
所

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
二
丁
目
十
一
│
一

ノ
ー
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
大
通
東
九
階
H
室

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.
b

a
m

c
.

j
p

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

日

比

泰

央

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
北
三
条
四
丁
目
五
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
〇
一
│
三
一
一
二

森
隆

　社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

森

　
　
　隆

　
　

有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

電

話

〇
一
一
―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤

真

澄

お
お
も
と
経
営
セ
ミ
ナ
ー
さ
っ
ぽ
ろ

代
　
表

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
十
三
丁
目
一
│
一
一
六

Y
N
北
5
条
ビ
ル
六
F

〇
九
〇
│
四
八
七
九
│
六
二
七
〇

大

本

佳

典

北
海
道
互
光
株
式
會
社

代
表
取
締
役

池

　田

　高

　明

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
一
番

プ
レ
ス
ト
1
・
7

　7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
五
五
五
番
㈹

F
A
X

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
七
一
七
番

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
他

　広
告
全
般
の
ご
用
命
は

㈱
道
新
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
八
丁
目
一
番
三
十
号

道
新
西
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
三
九
四
〇
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本　部

公
認
会
計
士
小
島
史
資
事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士

小

　島

　史

　資

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030

株
式
会
社
東
京
海
上
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
北
海
道

代
表
取
締
役

田

　村

　忠

　宣

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
三
丁
目
三
番
地
二
二

S
T
V
時
計
台
通
ビ
ル
6
階

電
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　〇
一
一
―
二
三
二
―
〇
七
〇
一

〒
060－
0001

M
S
北
海
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　関

　
　
　徹

　

〒
0
6
0
│
0
0
4
2

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
一
丁
目
四
│
二
二

第
二
大
通
藤
井
ビ
ル
四
F

T
E
L

　（〇
一
一
）六
八
八
│
六
六
六
六

F
A
X

　（〇
一
一
）六
八
八
│
六
一
一
六

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・起業支援・経営改善・事業承継・

M&A・労務人事管理・給与計算・相続手続

https://www.murazumi.jp

札幌 〒064-8648 札幌市中央区南8条西4丁目422番地 GRAND PARK BLD
TEL（011）513-5000(代) FAX（011）521-1451

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　札
幌
支
社

〒
060

0042
ー

支
社
長

江
発
田

　智

　久

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
二
│
六

電

　話

　〇
一
一
（
二
四
一
）
二
〇
二
一

え

　ば

　た

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁
目
三
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
〇
―
二
二
六
六

代
表
取
締
役

　関
　
　

寛

　

元気からはじめます。
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5 2

観
光・ビ
ジ
ネ
ス・ご
婚
礼・ご
会
合
に

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
。

〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

〒060-0033　札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL 011-241-9341  FAX 011-207-6178
https://iword.co.jp

公式Facebook
はじめました！

アイワードは
社史・記念誌の編纂を
お手伝いします。
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28,050円
19,140円
19,140円
16,500円
16,500円
29,370円

最大63名
最大36名
最大36名
最大45名
最大24名
最大60名

85m2

58m2

58m2

59m2

41m2

89m2

一般社団法人

13,750円
9,350円
9,350円
8,250円
8,250円

14,300円

16,500円
11,550円
11,550円

9,900円
9,900円

17,600円

2,420円
1,650円
1,650円
1,430円
1,430円
2,640円

ご利用時間は厳守してください。午後6時以降ご利用時間の延長はできません。
ご利用時間の中には、ご利用の準備及びご使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込みをいただいても、都合により延長できない場合があります。

お申込みは、利用日の6か月前の月初めから受け付けます。
受付時間は、平日午前9時から午後5時までとなっています。
所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、ご提出願います。（ホームページをご参照ください。）

延長（18時まで）
30分単位

ただし、事前にお申込みをいただきますと午後6時まで利用時間を延長（30分単位）することができます。

TEL　011-231-7141／FAX　011-231-7142
〒060-0001　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7ビル 2階

北海道中小企業会館

南北線「さっぽろ」駅から徒歩約8分／南北線「大通」駅から徒歩約9分
JR「札幌」駅から徒歩約12分
お近くの有料駐車場をご利用ください。

使用料金（消費税込み）

土曜・日曜・祝日及び
年末年始（12月29日から1月3日まで）

諸会議・研修会等
幅広くご利用いただけます
「中小企業会館」は、中小企業者のための施設です

北海道中小企業会館の貸会議室は、札幌の中心JR札幌駅から徒歩約12分という好立地にあり、植物園、
大通公園に近接するなど四季折々の景色が美しく環境に大変恵まれており、全室カーペット敷きです。
約24名～約180名様まで利用可能で、会議・研修会・勉強会・面接会場と多目的にご利用いただけます。
お申込みは6か月前の月初めから受け付けています。どうぞお気軽にお問い合わせください。

午前9時から午後5時まで
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詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉
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六
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函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

奥

田

典

明
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道南支部
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

濱

岡

雄

史

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

対

　馬

　健

　一

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長佐

々
木

　通

　彦

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏
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上川支部

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

小

　松

　昭

　男

大
丸
交
通
産
業
協
同
組
合

旭
川
市
緑
が
丘
南
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
六
―
二
二
三
二

代
表
理
事

本

　田

　孝

　至

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

代
表
理
事

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
号

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

平

木

宏

和

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
九
条
通
二
三
丁
目
三
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
五
―
二
七
八
六

山

内

一

賴

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久
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上川支部

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
三
六
七

山

本

和

則

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
神
楽
三
条
五
丁
目
三
番
二
号

旭
川
林
友
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
九
三
〇
〇
番

三

津

橋

　

　央

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一

菅

　原

　清
一
郎

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事
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上川支部
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

大
誠
協
同
組
合

副
理
事
長

河
東
郡
音
更
町
宝
来
北
一
条
六
丁
目
二
│
四

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
六
│
九
八
九
八
番

五
十
川

　
　
　剛

代
表
理
事

金

　山

　忠

　義

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

河

　合

　武

　洋

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

熊

　頭

　勇

　造

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

横

　川

　真

　和
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十勝支部

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴

サ
ン
リ
ブ
ロ
協
同
組
合

代
表
理
事

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
二
六

帯
広
市
西
十
六
条
南
六
丁
目
二
七
番
十
四
号

テ
ラ
ス
安
ら
木
二
号
室

本

　間

　
　
　元

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
一
二
番
七

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

道

端

忠

志

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡
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十勝支部

鹿
追
と
き
め
き
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
一
丁
目
四
三
番
地

鹿

追

町

経

済

観

光

交

流

会

館

内

電

　話

　〇
一
五
六
│
六
六
│
二
一
〇
七

岡

　本

　康

　弘

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
足
寄
町
北
一
条
四
丁
目
三
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

東
十
勝
維
持
管
理
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
豊
頃
町
礼
作
別
六
八
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
│
五
七
四
│
二
四
二
五

田
名
邊

　義

　夫

オ
ダ
ッ
シ
ュ
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一
番

代
表
理
事

植

　村

　高

　愛

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

　本

　
　
　健

十
勝
中
央
維
持
管
理
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
字
依
田
二
三
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
五
六
―
七
六
〇
八

代
表
理
事

丸

岡

秀

幸
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釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福

井

克

美

協
同
組
合
　
日
専
連
く
し
ろ

理
事
長

釧
路
市
北
大
通
二
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
二
―
二
〇
〇
〇
番

金

安

伸

一

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

理
事
長

相

澤

　
豊

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　自
動
車
会
館
一
階

電

　話
（
代
表
）
五
二
―
一
三
三
一

釧
路
ハ
イ
ヤ
ー
協
同
組
合

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

天

方

智

順

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

濱

屋

宏

隆

官
公
需
適
格
組
合

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

野
　
陳
　
　
　
敏
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釧根支部

ち
え
の
わ
事
業
協
同
組
合

野
付
郡
別
海
町
泉
川
五
七
番
地
一
一

電

　話

　〇
一
五
三
│
七
七
│
三
八
三
七
番

理
事
長島

　崎

　美

　昭

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

三
　
友
　
盛
　
行

デ
イ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

理
事
長

釧

路

市

中

鶴

野

三

十

一

番

九

号

電
話

　〇
一
五
四
│
六
四
│
五
九
九
五

森

　田

　昌

　樹

社
会
保
険
労
務
士
法
人 

池
田
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

正

宏

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

代
表
理
事

武

　藤

　

　一

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

ス
マ
イ
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
四
一
│
五
〇
〇
〇

北

　野

　民

　恵

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
鳥
取
南
六
丁
目
二
番
二
十
四
号

（
三
ッ
輪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
一
│
〇
三
二
一

小

　野

　裕

　司

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平
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釧根支部

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

久

　保

　裕

　之

〒
085－
0018

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所

大
樹
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

新

田

智

道

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

木
工
セ
ン
タ
ー

事
務
所

T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

高

　橋

　秀

　昭

北
見
事
務
所

網
走
支
部

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

加

　藤

　雄

　市

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

協
同
組
合
日
専
連
北
見

理
事
長

北
見
市
北
二
条
西
三
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
三
三
一
一
番

山

　本

　智

　司

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

田

村

博

昭
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網走支部

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
豊
里
五
二
七
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
四
二
│
四
〇
四
〇

専
務
理
事

稲

田

光

男

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

木

　幡

　純
一
郎

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

　森

　
　
　茂

　

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
仲
町
一
丁
目
一
四
三
番
地

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

髙

　橋

　清

　文

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

高

木

和

明

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士
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網走支部

北
海
道
興
農
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
最
上
六
十
八
番
地
の
一
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
六
―
一
五
五
一

高

田

博

幸

佐
々
木
儀
幸
税
理
士
事
務
所

税
理
士

網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

協
同
組
合
津
別
町
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
豊
永
十
八
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
│
七
六
│
二
七
三
九

清

　水

　靖

　則
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胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

理
事
長

江

　良

　貴

　志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

荒

磯

宣

久

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話
（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

斉

　藤

　
　
　聡

代
表
理
事

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

室
蘭
市
御
崎
町
一
丁
目
七
十
五
番
地
七

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
四
―
一
五
四
七

三

浦

真

彦

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁
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胆振支部

伊
達
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

伊
達
市
松
ケ
枝
町
六
十
一
番
地
四

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
三
―
二
二
七
七

理
事
長

渡

　部

　弘

　二

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 

〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登
別
市
若
草
町
二
丁
目
十
四
番
地
十

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
二
―
一
一
一
二

高

　橋

　
　
　聖

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 
話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

渡

　辺

　健

　治

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

理
事
長

門

　脇

　宏

　幸

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

半

澤

敏

夫

洞
爺
湖
舟
艇
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

青

木

俊

憲

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉
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胆振支部

特
殊
鋳
物
協
同
組
合

代
表
理
事

室

蘭

市

水

元

町

二

十

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
四
三
）
四
六
│
五
六
五
一

村

　瀬

　
　
　充

〒050-8585

苫
小
牧
金
属
板
工
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
元
中
野
町
二
丁
目
五
番
六
号

電

　話
（
〇
一
四
四
）
三
五
│
七
七
八
〇

梨

　木

　
　
　仁

〒053-0005

東
胆
振
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
字
勇
払
一
五
二
番
地
二
四
五

電

　話

　〇
一
四
四
│
五
七
│
八
二
一
六

栗

　林

　克

　行

〒059-1372

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

道

　面

　
　
　博

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五

ど
う

　
　め
ん

ひ
ろ
し
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空知支部

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

江

本

勝

典

高
瀬

　
　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

及

　川

　
　
　聡

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

田

　端

　千

　裕

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
二
―
四
四
九
六

理
事
長

北

澤

治

雄

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄

岩
見
沢
公
共
施
設
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

岩
見
沢
市
北
村
赤
川
五
八
六
番
地
三
五

電

　話

　〇
一
二
六
│
五
六
│
二
一
二
一

新

川

勝

久

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
九
八
一

理
事
長

吉

川

幸

伸

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

工

藤

英

人
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空知支部

代
表
理
事

中
　
村
　
　
　
剛

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

月
形
事
業
協
同
組
合

理
事
長

樺
戸
郡
月
形
町
一
〇
七
〇
番
地

㈱
廣
野
建
設
内

電
　
話
　
〇
一
二
六
│
五
三
│
二
七
三
四

廣

野

和

男

あ
し
べ
つ
未
来
の
森
協
同
組
合

代
表
理
事

芦

別

市

本

町

十

七

番

地

十

電

　話

　〇
一
二
四
│
二
二
│
二
八
〇
七

小

　室

　一

　征

砂
川
道
路
管
理
協
同
組
合

砂
川
市
北
吉
野
町
二
八
二
番
地
四

電

　話

　〇
一
二
五
│
五
二
│
二
四
六
〇

代
表
理
事

増

井

裕

之
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宗谷支部

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

官
公
需
適
格
組
合

　北
星
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
二
丁
目
四
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
三
―
六
五
〇
三

F
A
X

　〇
一
六
二
―
三
二
―
五
五
五
五

齋

藤

直

哉

稚
内
管
工
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
七
―
〇
〇
〇
一

稚
内
市
末
広
四
丁
目
三
番
四
号

電

　話
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
二
番

F
A
X
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
〇
番

理
事
長

富

田

伸

司

稚
内
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
は
ま
な
す
三
丁
目
三
番
十
一
号

電
話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
一
一
一
一

貝

森

好

文

豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

天
塩
郡
豊
富
町
字
上
サ
ロ
ベ
ツ

一
一
八
八
番
地
の
五
一

電
　
話
　
〇
一
六
二
―
八
二
―
三
一
二
三

代
表
理
事

佐
々
木
　
正
　
義
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後志支部

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

山

田

藤

夫

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

小
樽
市
ア
パ
ー
ト
業
協
同
組
合

〒
〇
四
七
ー
〇
〇
二
四

事
務
局

　小
樽
市
花
園
四
丁
目
一
番
十
六
号

電

　話

　〇
一
三
四
ー
二
四
ー
一
七
二
二
番

F
A
X

　〇
一
三
四
ー
二
四
ー
一
七
二
二
番

理
事
長

稲

　田

　文

　雄

官
公
需
適
格
組
合

　小
樽
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

緑

一

丁

目

一

番

三

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
三
二
―
四
八
五
七
番

土

田

勝

稔

小
樽
板
金
工
業
協
同
組
合

小

樽

市

稲

穂

二

丁

目

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
三
四
）
二
二
―
四
五
九
七
・
F
A
X
二
二
―
五
〇
〇
九

北

　
　
　幸

　治

理
事
長

大
磯
商
店
街
協
同
組
合

理
事
長

寿
都
郡
寿
都
町
字
大
磯
町
83
番
地
1

電
　
話
　
〇
一
三
六
―
六
二
―
二
五
三
五

寺

門

隆

次

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

後
志
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
倶
知
安
町
南
三
条
東
六
丁
目
二

電

　話

　〇
一
三
六
―
二
二
―
一
七
一
〇

玉

井

淑

　

小樽鱗友商業協同組合

理事長

大坂　憲之
小樽市色内3丁目10番15号
電話（0134）22－0257番

北
後
志
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

理
事
長

余
市
郡
余
市
町
黒
川
町
十
丁
目
六
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
五
―
二
一
―
二
七
〇
〇

安

　本

　
　
　守

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

理
事
長

岩

城

直

人

副
理
事
長

花

和

嘉

貴

副
理
事
長

村

田

憲

恒

仁
木
町
除
雪
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

仁

木

　

洋

〒
〇
四
八
―
二
四
一
三

余
市
郡
仁
木
町
南
町
一
丁
目
十
一
番
地
　（
有
）仁
木
小
型
運
輸
内

T
E
L
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
〇
七
四

F
A
X
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
三
二
一

E
-m
a
il:n
ik
i.s
rb
c
@
g
m
a
il.c
o
m

事
務
局
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後志支部

齋

　藤

　隆

　幸

小
樽
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

〒
〇
四
七
―
〇
〇
三
二

小

樽

市

稲

穂

五

丁

目

五

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
一
九
一

F
A
X

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
三
五
七

代
表
理
事

小
樽
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

港

町

一

番

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
一
│
七
七
七
一

畑

　
　
　賢

　治

ホ
ク
ト
メ
ン
テ
ッ
ク
協
同
組
合

寿
都
郡
黒
松
内
町
字
黒
松
内
二
〇
五

電

　話

　〇
一
三
六
│
七
二
│
三
一
二
一

代
表
理
事

菅

原

圭

介
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
4848

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶1No . 7 9 0
2 0 2 2

年頭あいさつ

01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁

02	 経済産業省北海道経済産業局長　池山　成俊

03	 北海道知事　鈴木　直道

04	 北海道産業貢献賞

05	 ものづくり補助金 9次公募のお知らせ

06	 第 73回　中小企業団体全国大会開催

08	 札整振自動車事業協同組合青年経営研究会	
	 「出前授業で自動車整備業界の未来を伝える！」

09	 北海道経済産業局からのお知らせ

10	 女性研修会開催／	
	 「中小企業　新ものづくり・新サービス展」

11	「くるみん認定」企業を目指しませんか！？

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

　11月29日ホテル札幌ガーデンパレスにおいて北海道議会自民党・
道民会議商工業振興議員連盟（議連）との共催で中小企業問題懇談会
を開催しました。
　当日は、議連所属の議員、北海道経済部幹部職員、本会正副会長・常
任理事など合わせて83名が出席し、午後6時、渡邊道議の司会で開会
しました。議連の千葉英守会長、北海道土屋俊亮副知事、本会尾池会長からそれぞれ挨拶の後、松浦専務理事
より北海道・道議会などに対して行った要望について説明があり、実現に向けた働きかけをお願いしました。
　続いて、議連の和田敬友顧問の乾杯の発声で懇談に移り、活発な意見交換が行われた後、本会髙橋副会長
の挨拶で閉会しました。

中小企業問題懇談会開催！

千葉会長 尾池会長 土屋副知事

司会　渡邊道議 乾杯　和田道議松浦専務理事 髙橋副会長
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N E W S  R E P O R T  C H U O K A I

N o . 7 9 0
2 0 2 2

第73回
中小企業団体全国大会開催

札整振自動車事業協同組合青年経営研究会
「出前授業で自動車整備業界の未来を伝える！」

「中小企業 新ものづくり・
新サービス展」開催！

連
携
の
絆
を
深
め
、
輝
く
明
日
へ

〒060-0001　北海道札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／2022年1月1日（毎月1日発行）

＊ この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。


